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岩手県岩泉町議会

　小川の中村廣
ひろし

さん８人家族
です。孔

こう

明
めい

さん（盛岡工２年）
は親元を離れ、野球部で甲子
園を目指しています。末っ子
の華

は

菜
な

さん（小川小３年）は、
ひょうきんで明るい家族の
ムードメーカーです。

19

大家族
シリーズ

P4	 子どもたちの声が響くまち
P8	 畜産・酪農の支援強化
P10	 コンビニで町税が支払い可能に
P14	 町の考えを問う（史上最多11議員が一般質問）

P2	 身近な議会であるために。
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◆
議
会
改
革
の
始
ま
り

　
平
成
12
年
４
月
に
地
方

分
権
一
括
法
（
※
）
が
施

行
さ
れ
、
国
か
ら
地
方
へ

の
権
限
移
譲
が
進
み
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
地
方
議

会
は
、
町
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
役
割
が
強
く

な
り
ま
し
た
。

　
本
町
議
会
も
議
会
改
革

を
進
め
る
た
め
、
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
会

報
告
会
の
開
催
や
議
会
基

本
条
例
の
制
定
な
ど
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

◆
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　
町
民
の
民
意
を
反
映
し

た
「
開
か
れ
た
議
会
」
を

目
指
し
27
年
３
月
、
岩
泉

町
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

身
近
な
議
会
で

あ
る
た
め
に
。

　
議
会
は
平
成
24
年
11
月
に
、
議
会
改
革
の
一
環
で
「
地

域
に
出
向
き
、
直
接
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
」
こ
と

を
目
的
に
「
議
員
と
語
る
会
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
改
革
の
経
緯
を
た
ど
り
、
皆
さ
ん
の

声
で
議
会
が
動
き
、
町
の
施
策
と
し
て
実
現
し
た
主
な
も

の
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
町
民
に
身
近
な
議
会
で
あ
る
た
め
に
、
議
会
は
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
元
へ
出
向
い
て
行
き
ま
す
。

　

同
条
例
第
11
条
で
は

「
町
民
と
の
意
見
交
換
会

を
少
な
く
と
も
年
１
回
開

催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
、
議
員
と
語
る

会
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

◆
１
２
０
１
人
の
声

　
議
員
と
語
る
会
は
、
７

年
間
で
24
回
行
い
ま
し

た
。
各
地
区
（
岩
泉
、
小

川
、
大
川
、
小
本
、
安
家
、

有
芸
）
で
の
開
催
の
他
、

農
業
や
林
業
従
事
者
、
中

高
生
、
子
育
て
世
帯
な
ど

延
べ
１
２
０
１
人
の
声
を

聴
き
、
町
の
施
策
に
反
映

し
て
き
ま
し
た
。

議会会議録

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

に
補
助
を

�（
H
26
年
６
月
・
林
業
者
）

　
28
年
度
か
ら
高
性
能
林

業
機
械
（
※
）
の
購
入
に

２
分
の
１
を
補
助
。
元
年

度
か
ら
リ
ー
ス
料
の
３
分

の
１
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
す

べ
き

�（
H
29
年
６
月
・
全
地
区
）

　
30
年
度
に
防
災
担
当
の

危
機
管
理
監
を
設
置
。
３

年
間
で
防
災
士
２
０
０
人

の
養
成
を
目
指
し
、
資
格

取
得
に
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
処

理
負
担
の
軽
減
を

�

（
H
30
年
６
月
・
大
川
）

　
元
年
度
、
捕
獲
し
た
有

害
鳥
獣
の
一
時
保
管
庫
を

整
備
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
会
議
録
も

図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き

�（
H
29
年
６
月
・
全
地
区
）

　
30
年
度
か
ら
、
新
年
度

予
算
・
決
算
・
条
例
補
正

予
算
の
特
別
委
員
会
の
会

議
録
を
町
立
図
書
館
（
各

支
所
の
図
書
室
含
む
）
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

議
会
の
会
議
録
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き

�

（
H
30
年
６
月
・
小
本
）

　
定
例
会
と
特
別
委
員
会

の
会
議
録
を
30
年
６
月
分

か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
２
年

第
１
回
定
例
会
の
会
議
録

は
、
５
月
下
旬
ご
ろ
掲
載

予
定
で
す
。

高性能林業機械　プロセッサ

Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ

た
施
設
の
拡
充
を

�（
H
29
年
６
月
・
高
校
生
）

　

役
場
（
各
支
所
）、
町

民
会
館
、
図
書
館
、
龍
泉

洞
や
道
の
駅
に
随
時
整
備

し
て
い
ま
す
。
２
年
度
は

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の

コ
テ
ー
ジ
や
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
に
整
備
し
ま
す
。

小
川
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
し
て
ほ
し
い

�

（
H
30
年
６
月
・
小
川
）

　
30
年
12
月
定
例
会
で
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
設
に
向
け

た
補
正
予
算
を
可
決
。
31

年
４
月
、
小
川
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
内
に
小
川
地
区

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
整
備
や
機
械
の
導
入

に
町
の
か
さ
上
げ
補
助
を

�（
R
元
年
６
月
・
酪
農
家
）

　
２
年
度
か
ら
国
庫
補
助

を
受
け
て
施
設
な
ど
を
整

備
す
る
際
、
町
単
独
の
か

さ
上
げ
補
助
を
実
施
し
ま

す
。【
関
連
8
・
26
㌻
】

防災士養成講座。議員も取得済み整備された保管庫

機械導入で省力化を　自動給餌機 Wi-Fi を整備するコテージ仲良く勉強中の児童クラブの子どもたち

議
会
へ
の
提
言

皆
さ
ん
の
声
で

実
現
し
た
施
策

次
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
ま
ち

特　集

まち 声の まち 声の

　５ 年前に「女性議会」で
議長をしました。議員と語
る会は、いつも興味を持っ
ていますが、夜の開催にはなかな
か参加できません。もっと身近に
参加できる仕組みがほしいです。

　議会だよりは、毎号欠かさず
読んでいます。議員の活動内容
を知ることができますし、町民
の声が施策に反映されている
と思います。さらに身近な議会
になることを願っています。赤須賀　香織さん

（安家・38歳）
岸岡　健太さん
（岩泉・32歳）

（※）地方の裁量を増やし、国の管理を少なくするために作られた法律です（※）作業の効率化や労働力の軽減が図られる林業機械

画面上部の「PC
版で表示する」
をタップ

議会基本条例
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日
曜
日
の
午
前
中
、
子

育
て
中
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
意
見

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場

所
や
公
園
が
少
な
い
で

す
。
小
学
生
か
ら
高
校
生

の
放
課
後
や
休
日
の
居
場

所
づ
く
り
も
必
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
英
語
検
定
料
の
補
助
を

中
学
生
の
ほ
か
、
小
学
生

に
も
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

　
子
育
て
世
帯
や
新
婚
世

帯
の
住
宅
事
情
が
悪
い
で

す
。
住
宅
施
策
の
充
実
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
情
報
や

町
の
情
報
を
こ
ど
も
園
の

掲
示
板
に
掲
示
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
の

設
置
を
強
く
望
み
ま
す
。

子
ど
も
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹り

患か
ん

し
た
と
き
、
１

週
間
仕
事
を
休
ま
な
け
れ

ば
な
ら
ず
大
変
で
す
。

　
子
ど
も
の
急
な
発
熱
の

時
な
ど
、
町
に
小
児
科
医

が
い
な
い
の
が
不
安
で

す
。
常
勤
医
師
の
確
保
を

お
願
い
し
ま
す
。

議員と語る会　№ 23

参加者の声

次
は
、
短
角
牛
の
誇
り
を
守
り
育
て
る

子どもたちの
声が響くまち佐藤　ひとみさん

（岩泉）

佐藤　真
まな

美
み

さん
（岩泉）

上日向　荘子さん
（安家）

高舘　めぐみさん
（安家）

千田　由樹さん
（岩泉）

三上　裕美子さん
（岩泉）

　自分の考えていたことを気軽
に話すことができました。今ま
で遠い存在だった議会や議員さ
んが、身近なものだと感じるこ
とができ、とても有意義な機会
でした。

　若い世代は家を建てたいと
思っている人が多いので、詳し
い不動産情報がほしいです。町
外に出ていかないよう住宅取得
の補助制度を早く作って応援し
てください。

　とても有意義な語る会でし
た。安家地区の町民バスの待ち
時間が長いので、接続をスムー
ズにしてほしいです。通院する
高齢者が利用しやすくなると思
います。

　今回語る会に参加して、町の
出産・子育て支援制度にはいろ
いろあり、手厚いと感じました。
今後は、支援制度の対象者が分
かるように情報発信を強化して
ほしいです。

　普段感じている子育てに関す
る意見、要望を伝えることがで
きて良かったです。町では、子
育て支援の充実度が上がるよ
う、環境の整備に力を入れてほ
しいです。

　議員の皆さんからは、町民の
ニーズに寄り添う姿勢が見え、
ありがたいと感じました。とて
も有意義な会でした。さらなる
「子育てしやすい町　岩泉」を
期待しています。

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
は
十
分
な

の
か
。
必
要
な
支
援
は
何

な
の
か
。
多
く
の
生
の
声

を
聴
き
ま
し
た
。

　
議
会
も
公
園
の
要
望
を

し
て
い
ま
す
。
町
の
答
え

は
「
台
風
災
害
の
復
旧
・

復
興
が
完
了
し
て
か
ら
計

画
す
る
」で
し
た
。
再
度
、

町
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　
小
学
校
で
英
語
の
授
業

が
始
ま
り
ま
す
。
町
に
補

助
制
度
を
提
案
し
ま
す
。

　
若
者
の
定
住
や
移
住
者

確
保
の
観
点
か
ら
も
住
宅

施
策
は
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
町
の
情
報
を
子
育
て
世

帯
に
見
て
も
ら
え
る
一
番

い
い
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
町
に
提
言
し
ま
す
。

　
一
般
質
問
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
前
向
き

な
答
弁
で
は
な
か
っ
た
で

す
。
今
回
の
意
見
を
踏
ま

え
て
、
再
度
、
提
言
し
て

い
き
ま
す
。

　
小
児
科
や
医
師
の
確
保

は
、
い
つ
も
要
望
し
て
い

ま
す
。
県
内
も
含
め
て
医

師
の
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
総
務
常
任
委
員
会
（
坂
本
昇
委
員
長
）
は
２
月
２
日
、

子
育
て
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
声
が
響
く
ま
ち
を
目
指
し
て
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
と

し
た
議
員
と
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
遊
ぶ
場
所
や
公
園
が
少
な
い

◆
英
語
検
定
料
の
補
助
を
小
学
生
に
も
【
関
連
18
㌻
】

◆
住
宅
施
策
の
充
実
を
【
関
連
16
・
21
㌻
】

◆
町
の
情
報
を
こ
ど
も
園
に
掲
示
し
て
は

◆
病
児
・
病
後
児
保
育
の
設
置
を

◆
小
児
科
や
耳
鼻
科
な
ど
診
療
科
の
充
実
を
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短
角
牛
の
誇
り

を
守
り
育
て
る

７
年
間
の

未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
２
月

5
日
、
短
角
牛
飼
養
農
家
と
「
議
員
と
語
る
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
特
産
品
で
あ
る
短
角
牛
が
生
産
量
、
飼
養
農

家
数
と
も
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
短
角
牛
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
誇
り
を
守
り
、
育
て
る
た
め
に
抜
本
的
改

革
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
声
と
議
員
の
考
え
を
お
伝
え

し
ま
す
。希望の花咲く

いわいずみ

急げ　短角牛の増頭対策

次
は
、
畜
産
・
酪
農
の
支
援
強
化

合砂　哲夫さん
（安家）

　増頭のための導
入補助金を要請し
たい。

佐藤　春雄さん
（大川）

　後継者対策を広
い視野で考えるべ
きだ。

佐藤　純さん
（大川）

　増頭対策が急務
と考える。10年後
を見据えた投資を。

三好　秀美さん
（安家）

　放牧地の監視人
が高齢化してい
る。対策が必要だ。

佐々木　久任さん
（大川）

　繁殖、肥育、販
売の一貫生産体制
の構築が急務だ。

佐々木　松郎さん
（大川）

　採草地の更新費
用の支援をしてほ
しい。

佐藤　安美さん
（大川）

　短角牛のブラン
ド化に力を注ぐべ
きだ。

畠山　利勝さん
（大川）

　台風 10 号で被
災したミート工房
の再建を。

【
議
員
の
考
え
】

　
短
角
牛
の
本
家
で
あ
る
自
覚

と
誇
り
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
。

＊�

大
川
、
釜
津
田
、
安
家
に
ミ

ニ
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
（
※

１
）
を
整
備

＊�

国
の
増
頭
補
助
金
24
万
６
千

円
の
有
効
活
用

＊�

採
草
地
更
新
事
業
を
早
期
に

策
定

＊
ミ
ー
ト
工
房
の
復
活

＊
敷
料
（
※
２
）
の
確
保
対
策

　

２
年
第
１
回
定
例
会

は
、
２
月
13
日
か
ら
３
月

10
日
ま
で
の
27
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
居
健
一
町
長
の
施
政

方
針
で
は
、
２
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
７
年
間
の

新
し
い
総
合
計
画
「
岩
泉

町
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
～

希
望
の
大
地
か
ら
未
来
の

花
咲
く�

い
わ
い
ず
み
～
」

の
３
つ
の
花
の
基
本
目
標

ご
と
に
主
要
施
策
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
３
月
末
で
退
任
す
る
２

人
の
副
町
長
の
後
任
に
、

佐
々
木
宏
幸
さ
ん
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
。
教
育

長
に
は
三
上
潤
さ
ん
の
再

任
に
同
意
し
、
選
挙
管
理

委
員
の
選
挙
で
は
４
人
の

委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

町長施政
方針演述

※佐々木副町長の略歴
は広報いわいずみ４月
号をご覧ください。

選挙管理委員４人を選出
　任期満了に伴う町選挙管理委員
の選挙を行いました。
　選挙の結果、八重樫ケイ子さん
（小川・72歳）、佐々木和子さん（大
川・69歳）、阿部佳

よ し

史
ふ み

さん（小本・
68歳）、植村敏幸さん（岩泉・63歳）
が当選しました。任期は、３月５日
から４年間です。（掲載は、年齢順）

副町長の選任に同意

　副町長に県市町村課主任
主査の佐々木宏幸さん（盛
岡市・48 歳）を任命する
ことに同意しました。任期
は４月１日から４年間です。

教育長の再任に同意

　町の教育長に三上潤さん
（岩泉・69 歳）を再任する
ことに同意しました。任期
は４月１日から３年間です。

阿
部
佳
史

�

さ
ん

八
重
樫
ケ
イ
子

�

さ
ん

植
村
敏
幸

�

さ
ん

佐
々
木
和
子

�

さ
ん

＊農業の担い手確保策
　�新規就農者の種子や苗の
購入費に支援（畑ワサビ
やニンジンなど）
＊商工業の振興
　�中小企業・小規模企業振
興計画を策定
＊龍泉洞の再整備
　�園地内の環境整備を順次
実施

なりわいの花づくり
＊防災力の強化
　�避難所備品の充実や防災
士の育成【関連 18㌻】
＊住民参加のまちづくり
　�町民の地域づくりのアイ
デアの実践に支援
＊住宅施策の改善
　�町営住宅の入居要件の緩
和や制度の見直しを実施
【関連 16・21㌻】

暮らしの花づくり
＊子育て支援
　�こども園副食費（※）の無
償化を検討【関連 16㌻】
＊高齢者への支援
　�ぴーちゃんねっとで高齢
者の見守り対策
＊教育環境の充実
　�４月から岩泉高校へ学校
給食を配食【関連 26㌻】

生きがいの花づくり

議員と語る会　№24

（※1）�牛を一括管理する施設
（※2）�牛の寝床に敷く、おがくずなど

（※）�おかずやおやつ代のこと



一般会計 101 億 3700 万円の内訳

町税
7億1754万円
(7.1％)

国庫支出金 6億9156万円(6.8％)

県支出金
4億7726万円
(4.7％)

町債(借入金)
11億9100万円
(11.8％)

交付金など
3億2429万円
(3.2％)

地方交付税
（国から交付
されるお金）
50億8600万円
(50.2％)

その他
16億4935万円
(16.2％)

物件費
13億4964万円
(13.3％)

補助費など
16億3120万円
(16.1％)

維持補修費
3億2593万円
(3.2％)

普通建設事業費
15億149万円
(14.8％)

その他
10億2272万円
(10.1％)

災害復旧事業費
1億6083万円
(1.6％)

扶助費
5億2820万円
(5.0％)人件費

17億7416万円
(17.5％)

公債費
18億6283万円
(18.4％)

定例会のあらまし 定例会のあらまし

いわいずみ議会だより　第190号
令和2年4月10日発行
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次
は
、コ
ン
ビ
ニ
で
町
税
が
支
払
い
可
能
に

2 年度　各会計の当初予算額
会　　計　　名 予算額 伸び率

一　　般　　会　　計 101億3700万円 △7.3％

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 12億1850万円 1.1％

診療施設勘定 4140万円 6.4%

後 期 高 齢 者 医 療 1億2120万円 5.9％

介 護 保 険
事 業 勘 定 15億9710万円 3.4%

サービス事業勘定 1110万円 2.8%

簡 易 水 道 − 皆減

観 光 事 業 2億1280万円 2.7%

公 共 下 水 道 事 業 2億5180万円 38.4%

大 川 財 産 区 800万円 66.7％

合　　　　　　　　計 135億9890万円 △8.1％

水道事業（公営企業会計） 7億4115万円 皆増

畜産・酪農の支援強化
発祥地の灯

ともしび

を消さぬよう
　
２
年
度
の
一
般
会
計
、
６
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
は
、
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

会
で
審
査
し
、
３
月
10
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。〔
特
別
委
員
会
の
主
な
質
疑
は
10
㌻
〕

　

8
会
計
の
予
算
総
額

は
、
１
４
３
億
４
０
０
５

万
円
。
う
ち
一
般
会
計
は

１
０
１
億
３
７
０
０
万
円

で
前
年
度
か
ら
７
億
９
３

０
０
万
円
の
減
（
７
・

３
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　
畜
産
・
酪
農
家
へ
の
支

援
強
化
と
し
て
、
施
設
や

設
備
整
備
に
必
要
な
経
費

の
補
助
や
日
本
短
角
種
放

牧
頭
数
維
持
支
援
な
ど
、

議
会
の
提
言
や
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
が
施
策
に
反
映

さ
れ
ま
し
た
。【
関
連

17
・
26
㌻
】

　
本
町
は
、
日
本
短
角
種

と
岩
手
酪
農
の
発
祥
地
。

灯と
も
し
びを
消
さ
な
い
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
２
年
度
予

算
の
主
な
事
業
と
概
要
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

１
０
１
億
３
７
０
０
万
円

�

前
年
度
比
７
億
９
３
０
０
万
円
の
減

おしえて
ぴーちゃん　　　　　　　 なぜ発祥の地？

　日本短角種は岩泉地域において明治４年、南部牛とアメ
リカから輸入されたショートホーン種を交配したのが始ま
りで、昭和 32年に日本短角種として認定されました。
　ホルスタイン種は明治 20年代、岩手県で初めて岩泉町
と葛巻町に導入されたのが始まりとされています。

写真：旧二升石小学校

廃校となった８校の
利活用を調査【関連11㌻】

ゆうちょ銀行やコンビニで町
税の支払いが可能に【関連10㌻】

畜産・酪農家への支援
【関連17・26㌻】

龍ちゃんドーム屋根に
雪止めを設置

1710万円

349万円

98万円

3585万円

◇財政用語の解説◇
【地方交付税】
　町の財政力に応じて
国から交付されるお金
【国庫・県支出金】
　町が行う事業に対し
て国・県から補助され
るお金
【町債】
　事業の財源に充てる
ため国などから借りた
お金
【人件費】
　職員の給与
【扶助費】
　児童手当や医療費の
助成
【公債費】
　事業を行うときに借
りたお金の返済金
【物件費】
　旅費や消耗品費
【維持補修費】
　公共施設の維持・管
理費
【補助費】
　補助金や交付金など
【普通建設事業費】
　道路や学校などの建
設費
【災害復旧事業費】
　自然災害などで壊れ
た公共施設を復旧する
費用

おしえて
ぴーちゃん

当初予算
の概要

歳入（入ってくるお金） 歳出（支払うお金）

23 24 25 26 27 28 29 30 31 2（年度）
当初予算額の推移 人口（※）

7
9
億
5
9
0
0
万
円

7
9
億
5
9
0
0
万
円

9
6
億
6
2
0
0
万
円

9
6
億
6
2
0
0
万
円

1
4
9
億
2
5
0
0
万
円

1
4
9
億
2
5
0
0
万
円

1
1
6
億
2
0
0
0
万
円

1
1
6
億
2
0
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

11,080人10,86710,69010,39810,170 9,958 9,736 9,496 9,2819,281 9,131人8,987人

当初予算と人口の推移

まち 声の

まち 声の

　短角牛と黒毛和牛の繁殖
を89 頭飼っています。畜産・
酪農の再構築に向けた強化
を進めることは心強く感じます。取
り急ぎは、畜産ヘルパー（※）制
度があればいいと思っています。

　母校であり、子どもたちが
通っていた小川小が閉校になり
寂しいです。これからもみんな
が楽しく集まれて、他の皆さん
も受け入れられる施設になるこ
とを望みます。

石橋　義隆さん
（大川・33歳）

工藤　久子さん
（小川・41歳）

まち 声の

　ドームの管理人をしていま
す。屋根から積もった雪が雪
崩のように落ちてきて、子ども
たちが幾度か危険な思いをし
ていました。雪止めが設置さ
れると一安心です。 坂下　くにさん

（岩泉・65歳）

ホルスタイン種

（※）畜産酪農家が休みを取る際、代わりに餌やりなどの仕事をする人（※）�人口は各年度の4月1日です。
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事
業
の
概
要

次
は
、
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

税　金
総
合
収
納
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は

利
便
性
向
上
と
事
務
の
効
率
化

総
合
収
納
シ
ス
テ
ム

導
入
の
目
的
は
。

コ
ン
ビ
ニ
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
窓
口
で
町

税
な
ど
を
支
払
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
住
民
の
利

便
性
の
向
上
と
事
務
の
効

率
化
が
目
的
で
あ
る
。

維
持
管
理
費
は
い
く

ら
か
か
る
の
か
。

年
間
約
8
５
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

納
税
貯
蓄
組
合
が
コ

ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る

　
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
三
田
地
泰
正
委
員
長
）

は
、
３
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
の
４
日
間
（
７
・
８
日
は

休
会
）
開
か
れ
ま
し
た
。

　
総
合
収
納
シ
ス
テ
ム
の
導
入
事
業
や
廃
校
施
設
の
活
用

調
査
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

問答問答

と
補
助
金
と
手
数
料
の
経

費
が
二
重
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

二
重
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、役
場
で
納
め
て

も
ら
う
よ
う
お
願
い
す
る
。

問

答　
２
年
度
に
シ
ス
テ
ム

改
修
や
運
用
テ
ス
ト
を

行
い
、
３
年
度
か
ら
次

の
町
税
な
ど
が
コ
ン
ビ

ニ
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で

支
払
い
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

＊�

町
税（
固
定
資
産
税

や
軽
自
動
車
税
な
ど
）

＊
こ
ど
も
園
の
保
育
料

＊
上
下
水
道
料　
な
ど

コ
ン
ビ
ニ
で
町
税

が
支
払
い
可
能
に

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
も３年度から

利
活
用
調
査
対
象
と

な
る
廃
校
施
設
は
、

小
川
小
の
他
は
ど
こ
か
。

大
平
小
中
、国
見
小
、

中
沢
小
、二
升
石
小
、

浅
内
小
、
大
川
中
、
大
牛

内
分
校
の
７
校
を
予
定
し

て
い
る
。

調
査
費
の
配
分
は
。

約
半
分
が
、
小
川
小

の
図
面
調
整
や
概
算

事
業
費
の
積
算
。
残
り
が

７
校
の
現
況
確
認
と
活
用

案
の
提
案
で
あ
る
。

議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
導
入
時
期
は
。

新
年
度
早
々
に
準
備

を
進
め
、
な
る
べ
く

早
く
導
入
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
と

同
時
に
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
す
る
の
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
時

代
で
あ
る
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
活
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
る
が
効
果
は

ど
う
か
。

30
年
度
に
10
本
の
動

画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

短
角
牛
肉
の
販
売
対

策
と
し
て
、
成
分
分

析
を
し
て
は
ど
う
か
。

短
角
牛
肉
の
ア
ミ
ノ

酸
が
多
い
特
徴
を
前

面
に
出
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
と
考
え
て
い
る
。
成

分
分
析
は
今
後
検
討
し
て

い
く
。道

の
駅
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
短
角
牛
肉
の

メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

廃　
校

調査対象の廃校施設は
小川小の他７校を予定

他
の
廃
校
施
設
も
調

査
、
企
画
、
提
案
が

整
っ
た
な
ら
ば
青
写
真
が

示
さ
れ
る
の
か
。

委
託
業
者
か
ら
活
用

案
が
示
さ
れ
て
か
ら

精
査
検
討
し
、
活
用
が
見

込
ま
れ
れ
ば
青
写
真
を
提

案
し
て
い
く
。

廃
校
舎
も
含
め
、
町

有
の
遊
休
施
設
を
一

体
的
に
管
理
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

体
制
づ
く
り
を
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。 本年３月末で閉校した小川小学校

道の駅では多くの地元食材の提供を

観　光
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
の
効
果
は

視
聴
回
数
は
１
万
３
３
０
３
回

に
配
信
し
た
。
視
聴
回
数

は
１
万
３
３
０
３
回
で
あ

る
。
今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン

（
小
型
無
人
機
）
で
撮
影

し
た
町
内
の
景
色
を
配
信

す
る
予
定
で
あ
る
。

問問 答答

問答問答

問答議　会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
時
期
は

な
る
べ
く
早
く
導
入
す
る

で
き
る
だ
け
早
く
実

施
し
た
い
。
議
会
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
る
。

問答問

答

議会もペーパーレス化へ

運
営
会
社
と
相
談
す

る
。
一
次
産
業
と
観

光
産
業
を
連
動
さ
せ
て
町

が
発
展
し
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

町
で
獲
れ
た
魚
や
マ

ツ
タ
ケ
な
ど
旬
の
食

材
も
道
の
駅
で
提
供
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

本
町
な
ら
で
は
の
食

材
を
ホ
テ
ル
や
道
の

駅
で
提
供
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

ユーチューブ
岩泉町公式
チャンネル

問答問

問 答答

産　
業

道の駅で短角牛肉を
運営会社と相談する

　

議
決
さ
れ
た
議
案
の
一

覧
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

まち 声の まち 声の

　コンビニやゆうちょで納
めることができるのは便利
ですね。前からそうならな
いかなと思っていました。今まで
より時間を気にしなくてもいい
ので、利用したいと思います。

　他の市町村では、コンビニ
収納を導入しているところもあ
り、便利でいいなと感じていま
した。本町でも令和 ３ 年度か
ら導入予定と知り、納税者は大
変楽になると思います。佐々木　功さん

（小本・54歳）
石黒　睦子さん
（岩泉・55歳）

新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
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国
の
財
源
措
置
の
詳

細
が
未
定
の
部
分
も

あ
る
。動
向
を
見
な
が
ら
、

５
年
度
ま
で
に
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

現
時
点
で
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
導

入
台
数
の
見
込
み
は
。

現
在
の
児
童
生
徒
数

は
約
５
０
０
人
で
あ

る
。
各
学
校
１
ク
ラ
ス
分

は
す
で
に
整
備
済
み
の
た

め
、
差
し
引
い
た
台
数
を

精
査
し
て
整
備
す
る
。

学校に無線ＬＡＮを整備

教　育
端
末
の
導
入
時
期
は

５
年
度
ま
で
に
整
備

小
中
学
校
の
校
内
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業
の
内
容
は
。

統
合
す
る
学
校
を
除

く
11
校
（
小
学
校
７

校
、
中
学
校
４
校
）
に
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
※
）
の
環
境

を
整
え
る
工
事
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

児
童
生
徒
に
１
人
１

台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

端
末
を
配
備
す
る
計
画
だ

が
、
導
入
時
期
は
。

　
条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
和
彦
委

員
長
）
は
２
月
25
・
26
日
、
付
託
さ
れ
た
条
例
や
補
正
予

算
な
ど
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
中
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
を
整
備
す
る

６
１
２
０
万
円
の
補
正
予
算
や
中
学
校
卒
業
ま
で
、
医
療

費
の
現
物
給
付（
※
13
㌻
）を
拡
充
す
る
条
例
改
正
な
ど
議

案
全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
26

日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か

の
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

まち 声の まち 声の

　小学生と中学生の子ども
がいます。医療費の現物給
付が中学生まで拡大するの
はうれしいです。子育てしやす
い町の環境づくりが大事だと思
います。

　今もパソコンを使った授業
をしています。タブレットにな
れば、さらに勉強するのが楽し
くなりそうです。ちょっと苦手
な英語や興味があるものを調
べられるので役立つと思います。長﨑　千寿子さん

（大川・42 歳）
竹花　真穂さん
（小川・14 歳）

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

（※）無線 LAN とは？
　ケーブルがなくてもインターネットに接続
できるシステムのこと。その規格の中に
Wi-Fi（ワイファイ）があります。

問答問

答

台
風
19
号
で
被
害
を

受
け
た
三
陸
鉄
道
の

災
害
復
旧
総
事
業
費
は
い

く
ら
か
。

総
事
業
費
は
19
億
９

０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
龍
泉
洞
で

の
観
光
客
へ
の
対
応
は
。

全
て
の
ト
イ
レ
の
点

検
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
の
設
置
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
感
染
防

止
対
策
に
は
万
全
を

期
す
べ
き
だ
。
現
状
と
今

後
の
対
策
は
。

ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管

理
は
、
観
光
セ
ン

タ
ー
を
含
め
、
手
洗
い
や

う
が
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

条
例
改
正
に
よ
り
、

本
年
８
月
１
日
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費

の
現
物
給
付
が
拡
充
さ
れ

る
。
対
象
者
数
と
医
療
費

の
増
額
見
込
み
は
。

対
象
者
は
１
8
４
人

で
あ
る
。
医
療
費
の

増
額
は
30
万
円
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。

問答

（※）医療費の現物給付とは？
　病院を受診した際、世帯の所得に
応じて、窓口での支払いが無料か少
額になること。今までは小学生まで
が対象でした。

おしえて ぴーちゃんおしえて ぴーちゃん

まち 声の

　龍泉洞では、コロナ関連
の影響で団体客のキャンセ
ルが相次いでいます。しかし、
若い個人客が例年より多い

気がします。観光シーズンに向け
て早期の終息を願っています。 佐々木　里美さん

（岩泉・42 歳）

復　旧
三
鉄
の
復
旧
費
用
は

19
億
９
０
０
０
万
円本

町
の
負
担
率
は
い

く
ら
か
。

国
や
県
の
負
担
の
他
、

沿
線
市
町
村
の
人
口

や
駅
数
な
ど
の
案
分
に
よ

り
、本
町
の
負
担
率
は
、

４・９
％
（
※
）
で
あ
る
。

問答

問答

観　
光

コロナウイルスの対応は
アルコール消毒液を設置

感染防止対策の徹底を図っている龍泉洞

毒
の
徹
底
を
行
っ
て
い

る
。
十
分
な
休
養
と
栄
養

を
取
り
、
個
人
の
免
疫
力

を
高
め
る
よ
う
に
す
る
。

観
光
バ
ス
の
運
転
手

や
添
乗
員
か
ら
の
感

染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
対
応
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
。

龍
泉
洞
は
、
遠
方
か

ら
の
観
光
バ
ス
で
の

客
も
多
い
。
窓
口
は
、
ガ

ラ
ス
戸
越
し
の
た
め
一
定

の
距
離
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
る
。
改
札
員
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
。

問答問答

問答

子育て
医
療
費
の
増
額
見
込
み
は

30
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

問答

三鉄の復旧は沿線住民の活力です

条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

（※）�負担額は、２４４４ 万円です。
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町の考えを問う 町の考えを問う

11人の議員が登壇

史上最 多

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員

野
の

舘
だて

　泰
やす

喜
き

 議員

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員

三
み

田
た

地
ち

泰
やす

正
まさ

 議員

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員

合
あい

砂
しゃ

　丈
たけ

司
し

 議員

小
こ

松
まつ

ひとみ 議員

八
や

重
え

樫
がし

龍
りゅう

介
すけ

 議員

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員

三
み

田
た

地
ち

和
かず

彦
ひこ

 議員

・未来づくりプランの検証は
・健康づくりの推進強化を

・人口減対策に本腰を
・抜本的な遊休農地対策を

・保育料などの完全無償化を
・ニーズに即した住宅施策を

・人・農地プランの展望は
・学校教育の課題は

・短角牛の課題解決は
・地方創生戦略の進め方は

・安家複合施設の有効活用を
・安家に道の駅の整備を

・商店街に交流拠点施設を
・顔の見えるマップづくりを

・英検の支援拡充を
・交流学習の回数増を
・避難所の改善と機能強化を

・補聴器購入に補助を
・健診受診料の無料化を
・子どもの均等割り減免を

・農業振興に外部の目を

・前向きな住宅対策を

（15㌻）

（24㌻）

（16㌻）

（25㌻）

（17㌻）

（20㌻）

（22㌻）

（18㌻）

（23㌻）

（19㌻）

（21㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
60

年
を
超
え
る
町
政
史
上
最

多
の
14
人
中
11
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
町
政
に
提
言

や
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
15

㌻
か
ら
25
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一般質問全文は町ホーム
ページで公開しています。

町
の
考
え
を
問
う

問 

未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
検
証
は

答 

庁
内
全
体
で
共
有
し
改
善
す
る

町民総参加で未来づくりを

問 健康づくりの推進強化を

答 健康目標値達成に努める

問　
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
は
、
高
齢
者
に
な
っ

て
か
ら
の
予
防
策
で
は
後

手
に
な
る
。

　
対
応
策
と
し
て
、
特
定

健
診
受
診
率
の
向
上
や
内

臓
脂
肪
症
候
群
の
割
合
の

改
善
な
ど
を
強
力
に
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。

　
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
に

問　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り

プ
ラ
ン
は
、
い
か
に
具
現

化
し
、
実
現
、
見
え
る
化

に
向
け
て
推
進
し
て
い
く

か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
進
行
管
理
の
た
め
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
施
・

評
価
・
見
直
し
）
サ
イ
ク

ル
の
中
で
、
そ
の
実
効
性

を
検
証
し
て
い
く
と
あ

る
。
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
を
示
せ
。

町
長　
本
プ
ラ
ン
を
実
効

ま
ち
づ
く
り�

町
民
参
加
が

�

底
力

定
め
る
数
値
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

町
長　
健
康
づ
く
り
は
、

医
療
費
の
抑
制
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
も
つ
な
が
る

重
要
な
事
項
で
あ
る
。

　
町
が
定
め
た
健
康
目
標

値
を
達
成
す
る
た
め
、
保

健
推
進
員
の
声
掛
け
や

「
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
」

の
活
用
に
よ
る
健
診
日
時

な
ど
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
健
診
の
未
受

診
者
を
対
象
と
し
た
個
別

通
知
や
保
健
師
の
訪
問
指

導
な
ど
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
や

保
健
推
進
員
と
の
協
力
体

制
を
拡
充
し
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
改
善
に
向
け

た
普
及
啓
発
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。
健
康
教
室

な
ど
の
充
実
に
努
め
、
目

標
達
成
を
図
る
。

性
の
あ
る
も
の
と
し
て
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

施
策
の
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
「
改
善
・
改
革
」
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
担
当
課
レ
ベ
ル
で
各
種

事
業
の
効
果
検
証
や
課
題

を
整
理
し
、
そ
の
内
容
を

庁
内
全
体
で
共
有
し
な
が

ら
改
善
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
検
証
に
あ
た
っ
て
、

職
員
間
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

坂本　昇議員

ク
ル
を
行
う
こ
と
は
、
職

員
力
の
向
上
や
意
識
改
革

に
つ
な
が
り
、
町
民
の
町

政
に
対
す
る
期
待
も
高
ま

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
職
員
間
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と

は
、
職
員
力
の
向
上
と
意

識
改
革
に
も
つ
な
が
る
。

効
果
的
・
効
率
的
な
進
行

管
理
と
実
効
性
の
検
証
に

努
め
て
い
く
。

　
検
証
の
取
り
組
み
内
容

は
、
町
総
合
開
発
審
議
会

（
※
）
に
示
し
、
意
見
を

伺
う
な
ど
新
年
度
に
お
い

て
多
角
的
に
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

（※）町の総合計画などを策定する際、町長が意見を聴く機関
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町の考えを問う 町の考えを問う

未来を担う子どもたちは町の宝です

そ
の
先
の�

溢あ
ふ

れ
る
笑
顔

�

つ
な
ぐ
た
め

問　
本
町
が
抱
え
る
問
題

の
ひ
と
つ
に
少
子
化
が
あ

る
。
町
は
、
今
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
施

策
を
展
開
し
て
き
た
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
国

の
「
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
」
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
た
支
援
を
打
ち
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
本
町
も
、
国
の
制
度
よ

り
補
助
対
象
を
拡
大
し
た

支
援
を
し
て
い
る
が
、
さ

ら
な
る
支
援
と
し
て
、
こ

ど
も
園
の
保
育
料
と
副
食

費
の
完
全
無
償
化
を
提
案

す
る
。

　
子
育
て
世
代
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
で
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ

る
環
境
整
備
が
さ
ら
に
進

む
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
保
育
料
や
副
食
費

の
完
全
無
償
化
は
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
、
子
育
て
環

境
改
善
の
一
助
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
を
拡
充
す

る
た
め
、
本
年
10
月
に
３

歳
児
か
ら
５
歳
児
の
副
食

費
を
無
償
化
す
る
こ
と
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
民
営

保
育
所
と
の
差
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
。

　
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の

保
育
料
無
償
化
に
は
、
保

育
士
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

問　
町
は
、
子
育
て
応
援

住
宅
の
整
備
な
ど
必
要
に

応
じ
住
宅
対
策
を
展
開
し

て
き
た
。
子
育
て
応
援
住

宅
の
募
集
に
は
、
２
倍
以

上
の
希
望
者
が
申
し
込
む

な
ど
、
十
分
に
足
り
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。

　
子
育
て
世
代
の
定
住
・

移
住
は
、
町
の
未
来
の
担

い
手
の
育
成
に
つ
な
が

る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
施
策
や
住
宅
な

ど
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長　
町
は
こ
れ
ま
で
、

子
育
て
応
援
住
宅
や
定
住

促
進
住
宅
の
建
設
、
定
住

促
進
宅
地
の
分
譲
、
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
、
リ

問 保育料などの完全無償化を
答 副食費は 10 月に無償化する

フ
ォ
ー
ム
補
助
な
ど
の
住

宅
対
策
を
展
開
し
て
い

る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト

情
報
の
提
供
な
ど
を
進
め

て
い
る
。

　
新
年
度
は
、
住
宅
施
策

を
地
域
整
備
課
に
一
元
化

す
る
。
町
営
住
宅
入
居
基

準
の
緩
和
や
宅
地
分
譲
な

ど
の
定
住
・
移
住
を
推
進

す
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問 

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
住
宅
施
策
を

答 

窓
口
を
一
元
化
し
て
対
応
す
る

畠山　昌典議員

問 

短
角
牛
の
課
題
解
決
は

答 

家
畜
導
入
な
ど
へ
支
援

短角牛キャトルセンターの整備が待たれる

問 地方創生戦略の進め方は

答 有利な財源の活用を図る

問　

町
の
新
総
合
計
画

「
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
」

で
は
、
２
0
２
5
年
に
人

口
の
社
会
増
減
を
ゼ
ロ
に

す
る
と
し
て
い
る
。
目
標

達
成
に
向
け
て
ど
う
取
り

組
む
考
え
か
。

問　
日
本
短
角
牛
の
生
産

環
境
は
、
放
牧
頭
数
の
維

持
拡
大
や
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
整
備
、
台
風
で
被
災

し
た
ミ
ー
ト
工
房
の
再

建
、
短
角
牛
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
再
開
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
ど
う
取
り

組
む
考
え
か
。

町
長　
新
年
度
に
は
、
各

生
産
組
合
の
飼
養
頭
数
を

維
持
拡
大
す
る
た
め
、
家

畜
導
入
や
自
家
保
留（
※

復
興
か
ら�

地
方
創
生

�

期
待
さ
れ

町
長　
２
０
２
５
年
以
降

の
人
口
の
社
会
増
減
ゼ
ロ

に
す
る
た
め
、
魅
力
あ
る

居
住
環
境
の
整
備
を
始
め

と
す
る
６
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
総
合

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
地
方
創
生
を
促
進
す

る
た
め
、
内
閣
府
で
は
交

付
金
制
度
が
組
ま
れ
、
関

係
省
庁
に
お
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
。
計
画
を
実
効
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
交
付

金
事
業
に
積
極
果
敢
に
挑

戦
し
地
方
創
生
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
地
方
創
生
交
付
金

事
業
な
ど
、
国
や
県
の
制

度
上
、
有
利
な
財
源
を
う

ま
く
活
用
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を
勘
案

し
な
が
ら
、
調
査
検
討
を

進
め
て
い
く
。

１
）
へ
の
支
援
を
行
う
。

　
中
長
期
的
な
事
業
実
施

は
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー（
※

２
）
事
業
な
ど
の
支
援
制

度
の
導
入
も
含
め
、
関
係

機
関
や
団
体
、
生
産
者
と

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問　
国
で
は
、
本
年
度
の

補
正
予
算
の
総
合
経
済
対

策
に
、
和
牛
な
ど
の
増
頭

増
産
対
策
事
業
が
組
ま
れ

て
い
る
。
事
業
導
入
で
き

な
い
か
。

畠山　和英議員

農
林
水
産
課
長　
日
本
短

角
種
や
黒
毛
和
種
な
ど
が

対
象
と
な
る
。
増
頭
し
た

場
合
、
１
頭
当
た
り
24
万

６
千
円
の
支
援
が
受
け
ら

れ
る
。

　
こ
の
補
助
事
業
と
町
の

新
規
単
独
事
業
を
活
用

し
、
畜
産
農
家
の
経
営
規

模
拡
大
と
安
定
化
を
図
っ

て
い
く
。

問　
冬
期
に
繁
殖
牛
を
共

同
管
理
す
る
キ
ャ
ト
ル
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
時
期

に
き
て
い
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長　
キ
ャ
ト

ル
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
計

画
に
位
置
付
け
て
い
な

い
。
地
域
の
人
と
話
し
合

い
な
が
ら
事
業
を
検
討
、

研
究
し
て
い
く
。

町ホームページ
アパート情報

（※1）�自分の家で生まれた雌の子牛を市場販売せず、母牛にするため残す牛のこと
（※2）�畜産農家と地域で高収益型の畜産を実現するための体制
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町の考えを問う 町の考えを問う

小学校で外国語教育が始まっています

子
ど
も
ら
が�

語
学
身
に
付
け

�

大
海
へ

問　
本
町
で
は
、
中
学
生

を
対
象
に
英
語
検
定
料
金

の
支
援
制
度
が
あ
る
。

　
２
年
度
か
ら
外
国
語
教

育
が
導
入
さ
れ
る
小
学
生

に
も
支
援
を
拡
充
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　
学
習
意
欲
を
持

ち
、
前
に
進
も
う
と
す
る

児
童
を
応
援
す
る
た
め
、

小
学
生
へ
の
英
語
検
定
の

受
験
支
援
は
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

交
流
学
習
の
回
数
増
を

機
会
を
増
や
し
て
い
く

問　
小
規
模
校
は
、
集
団

の
中
で
多
様
な
考
え
方
に

触
れ
る
機
会
や
学
び
あ
い

の
機
会
、
切
磋
琢
磨
す
る

機
会
が
少
な
い
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
交

流
学
習
の
回
数
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
を
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　

小
規
模
校
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

交
流
の
機
会
を
集
合
学
習

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
少
人
数
児
童
の
学
校
で

は
、
日
常
の
学
習
に
加
え

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

触
れ
合
い
活
動
に
重
き
を

置
き
、
他
校
と
の
交
流
の

機
会
を
増
や
す
よ
う
支
援

し
て
い
く
。

問　
災
害
時
の
避
難
所
の

改
善
・
機
能
の
強
化
が
急

務
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
避
難
所
の
機
能
強

化
や
環
境
改
善
は
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の

た
め
の
備
品
や
エ
ア
ー

ベ
ッ
ド
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
な
ど
の
避
難
所
用
備
品

を
整
備
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
長
期
避
難
生

活
を
考
慮
し
、
避
難
者
の

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
短
期
間
で
設
置
可
能

な
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を

災
害
時
は
避
難
所
や
仮
設

問 英検の支援拡充を
答 前向きに取り組む

住
宅
と
し
て
、
平
時
は
ふ

れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
や
龍

泉
洞
園
地
内
な
ど
で
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
の
搬
入
に
は
、
専
用
の

け
ん
引
車
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
町
の
地
形
で
は
、
災

害
時
に
道
路
な
ど
の
決
壊

で
通
行
止
め
が
発
生
し
た

場
合
、
搬
入
路
が
限
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
迅
速
な

搬
入
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

は
、
災
害
時
の
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
面
で
の
活
用

が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問 

避
難
所
改
善
と
機
能
強
化
を

答 

避
難
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

八重樫龍介議員

問 

農
業
振
興
に
外
部
の
目
を

答 

解
決
手
段
と
し
て
生
か
す

放棄地こそ有機農業への近道

問　
農
業
は
日
本
の
食
卓

を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
日
本
の
農

業
の
現
状
や
課
題
に
対
し

て
、
よ
り
詳
し
い
人
材
を

広
く
情
報
収
集
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
過
酷
な
労
働
や
明
ら
か

に
低
収
入
の
ま
ま
働
き
続

け
て
き
た
生
産
者
が
、
高

齢
に
な
り
疲
弊
。
そ
の
姿

を
見
て
き
た
子
ど
も
は
、

バ
ト
ン
を
受
け
取
ら
ず
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら

農
業
の�

振
興
策
こ
そ

�

ま
ち
づ
く
り

農
地
を
放
棄
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
大
規
模
化
も
農
地
中
間

管
理
機
構
が
整
備
さ
れ
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
は

い
る
が
、
中
山
間
地
で
は

限
界
で
あ
る
。

　

町
長
は
施
政
方
針
で
、

農
業
の
担
い
手
確
保
対
策

と
し
て
新
規
就
農
支
援
、種

子
や
苗
の
購
入
費
支
援
、

農
地
中
間
管
理
事
業
（
※
）

の
活
用
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
い
ま
必
要

三田地久志議員

な
行
政
運
営
は
、
内
部
・

外
部
の
目
を
い
か
に
活
用

で
き
る
か
で
あ
る
。

　
生
産
か
ら
流
通
、
消
費

ま
で
を
外
部
の
人
材
や
町

民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
提
言
を

受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
農
業
振
興
策
は
、

高
齢
化
に
よ
る
離
農
、
後

継
者
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
に
よ
り
農
業
の

就
業
人
口
は
減
少
し
、
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　
町
の
農
業
も
全
国
と
同

様
に
農
家
人
口
や
家
畜
飼

養
頭
数
が
減
少
し
、
耕
作

放
棄
地
も
増
加
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
全
国
の
先
駆
的
、
実

践
的
な
成
功
事
例
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
多
く
、
新
た
な

発
想
に
よ
る
施
策
は
、
農

業
振
興
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
に
結
び
付
く
も
の
で

あ
る
。

　
議
員
提
言
の
内
部
や
外

部
か
ら
の
視
点
、
外
部
人

材
、
町
民
参
加
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

は
、
ぜ
ひ
と
も
、
取
り
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
新
年
度
か
ら
予
定
し
て

い
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
」
の
取
り
組
み

に
よ
る
集
落
の
人
と
の
話

し
合
い
が
、
魅
力
あ
る
農

業
づ
く
り
を
地
域
全
体
で

考
え
る
第
一
歩
と
捉
え
て

い
る
。

　
提
言
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

山
積
す
る
課
題
を
解
決
し

て
い
く
手
段
と
し
て
生
か

し
て
い
く
。

（※）�農地の集約化などを行うこと
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町の考えを問う 町の考えを問う

地域の拠点に　建設中の安家複合施設

新
た
な
る�

複
合
施
設
で

�

希
望
の
春

問　
安
家
地
区
複
合
施
設

は
、
現
在
の
支
所
や
消
防

屯
所
、
診
療
所
な
ど
が
集

約
整
備
さ
れ
、
地
域
住
民

の
利
便
性
が
向
上
す
る
。

　
施
設
整
備
に
合
わ
せ
、

ソ
フ
ト
面
の
施
策
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
う
え
で
重

要
で
あ
る
。

　
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
事
業

内
容
を
拡
充
し
、
福
祉
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
た
め

の
企
画
な
ど
地
域
の
人
が

笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
施
設
の
運
営
管

理
に
工
夫
が
必
要
だ
。

　
人
員
配
置
を
含
め
た
ソ

フ
ト
面
の
充
実
を
ど
の
よ

う
な
方
針
、
方
向
性
で
活

用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
安
家
地
区
複
合
施

設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
動
に
有
効
活
用
が
期
待

で
き
る
。
加
え
て
、
近
年

の
大
災
害
を
教
訓
と
し
、

備
蓄
倉
庫
や
非
常
用
電
源

設
備
な
ど
を
備
え
、
避
難

者
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

機
能
を
持
つ
避
難
施
設
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
活
性
化
や
防
災

拠
点
と
し
て
、
地
域
に
お

い
て
幅
広
く
利
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
適
正
な
管
理
が
で
き

る
人
員
配
置
を
行
う
な
ど

ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
図
っ

て
い
く
。

　
複
合
施
設
が
「
地
域
で

の
交
流
の
場
」「
健
康
づ

く
り
の
場
」「
生
き
が
い

活
動
」
な
ど
の
活
動
拠
点

と
し
て
、
地
域
の
和
を
広

げ
る
場
と
な
り
、
地
域
の

団
体
の
み
な
ら
ず
、
高
齢

者
関
係
の
事
業
所
な
ど
も

巻
き
込
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

的
な
取
り
組
み
の
場
と
も

な
る
よ
う
、
町
も
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
本
町
に
は
、
国
道
４

5
5
号
沿
い
に
２
つ
の

「
道
の
駅
」
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
道
の
駅
で
は
、
観
光
案

内
や
地
域
の
特
産
物
販
売

な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
口

の
拡
大
と
地
域
振
興
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
安
家
は
、
安
家
洞
や
安

家
川
な
ど
が
あ
る
自
然
の

宝
庫
だ
。
特
に
も
マ
ツ
タ

ケ
は
、
全
国
的
に
産
地
と

し
て
有
名
で
あ
る
。

　
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
振
興
に
つ
な
げ
る
た

め
、
県
道
７
号
久
慈
岩
泉

線
沿
い
に
道
の
駅
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

問 安家複合施設の有効活用を
答 さまざまな地域活動に活用

町
長　

道
の
駅
の
整
備

は
、
十
分
な
駐
車
場
用
地

の
確
保
や
財
源
の
問
題
、

道
路
管
理
者
と
の
調
整
な

ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が

多
い
。

　
道
の
駅
に
類
似
す
る
施

設
と
し
て
、
地
域
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
産
直
施
設
の

整
備
は
、
町
と
し
て
、
災

害
か
ら
の
復
旧
復
興
の
観

点
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
論
な
ど

も
検
証
し
つ
つ
、
い
か
に

賑
わ
い
の
あ
る
地
域
を
創

出
で
き
る
か
復
旧
の
先
を

見
据
え
、
共
に
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

安
家
に
道
の
駅
の
整
備
を

答 

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
多
い

合砂　丈司議員

問 

前
向
き
な
住
宅
対
策
を

答 

宅
地
の
分
譲
を
進
め
る

人口減少や後継者対策には住宅施策が重要

問　
当
町
で
は
、
住
宅
対

策
を
以
前
か
ら
行
っ
て
き

て
お
り
、
私
も
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
も
災

害
時
に
お
け
る
住
宅
対
策

に
は
頭
が
下
が
る
。

　
現
在
、
町
で
管
理
す
る

住
宅
は
、
教
員
住
宅
を
除

き
合
計
３
0
0
戸
で
あ

る
。
内
訳
は
、
公
営
住
宅

法
に
基
づ
く
住
宅
が
２
７

６
戸
、
定
住
促
進
住
宅
12

戸
、
子
育
て
応
援
住
宅
12

戸
で
あ
る
。

次
世
代
の�

家
を
持
つ
夢

�

か
な
え
た
し

　
入
居
者
は
全
部
で
5
４

２
人
。
１
戸
当
た
り
平
均

約
１・
8
人
で
あ
る
。
町

管
理
住
宅
に
も
人
口
減

少
、
高
齢
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
。

　
町
の
一
番
の
問
題
で
あ

る
人
口
減
少
や
後
継
者
・

各
事
業
の
担
い
手
対
策
に

は
、
住
宅
施
策
が
一
番
と

考
え
て
い
る
。
国
は
「
地

方
創
生
、
人
口
減
少
は
地

方
か
ら
立
て
直
そ
う
」
と

し
て
い
る
が
、
末
端
に
ま

三田地和彦議員

で
は
良
案
（
対
策
予
算
）

が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
最
近
の
災
害
で

古
里
を
後
に
し
た
人
な
ど

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。

　

宮
城
県
七し

ち
か
し
ゅ
く

ヶ
宿
町
で

は
、
今
ま
で
、
私
が
質
問

し
て
き
た
内
容
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
住
宅
施
策

「
地
域
担
い
手
づ
く
り
支

援
住
宅
」を
行
っ
て
い
る
。

私
は
、
今
年
の
１
月
14
日

に
直
接
出
向
き
、内
容（
別

表
参
照
）
と
実
績
を
確
認

し
て
き
た
。

　
実
績
は
、
5
年
間
で
10

世
帯
40
人
で
あ
り
、
新
年

度
も
２
世
帯
の
募
集
を
計

画
し
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
人
口

減
少
や
後
継
者
・
各
事
業

の
担
い
手
対
策
の
一
環
と

し
て
、
前
向
き
な
住
宅
対

策
を
早
急
に
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
住
宅
対
策
は
、
人

口
減
少
や
後
継
者
対
策
・

各
事
業
の
担
い
手
確
保
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
町
の
重
要
課

題
で
あ
る
。

　
七
ヶ
宿
町
の
地
域
担
い

手
づ
く
り
支
援
住
宅
は
、

議
員
自
ら
課
題
解
決
の
た

め
に
研
究
し
、
具
体
的
な

資
料
を
提
供
い
た
だ
い

た
。
今
後
の
住
宅
対
策
に

活
用
し
て
い
く
。

　
来
年
度
か
ら
住
宅
対
策

な
ど
の
居
住
環
境
政
策

は
、
地
域
整
備
課
に
一
元

化
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
ず
は
、
町
営
住
宅
の
入

居
基
準
の
緩
和
や
住
宅
用

地
の
分
譲
を
進
め
る
。

　
他
市
町
村
の
住
宅
対
策

の
状
況
な
ど
は
、
視
察
や

研
修
も
重
ね
、
併
せ
て
財

源
・
手
法
も
研
究
し
な
が

ら
新
た
な
住
宅
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

七
ヶ
宿
町
地
域
担
い
手

づ
く
り
支
援
住
宅
の
概
要

〇
木
造
２
階
建

〇
延
べ
床
面
積

　

�

１
２
５
㎡
以
下

　

�（
間
取
り
は
、
入
居
者

と
設
計
者
で
話
し
合
い

決
定
す
る
）

〇
敷
地
面
積

　
３
０
０
㎡
程
度

〇
家
賃

　
月
額
３
万
５
千
円

〇
敷
金

　
月
額
家
賃
の
３
カ
月
分

〇
入
居
の
資
格

　

�

七
ヶ
宿
町
外
に
在
住
す

る
人
で
、
子
ど
も
が
い

る
概
ね
40
歳
ま
で
の
人

〇
特
徴

　

�

20
年
入
居
す
れ
ば
、
住

宅
と
土
地
を
入
居
者
に

譲
渡
で
き
る
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

地域コミュニティの維持のため拠点施設の整備を望む

町
の
地
図�

笑
顔
で
知
ら
せ
る

�

幸
せ
度

問　
向
町
に
あ
っ
た
岩
泉

中
央
公
民
館
は
平
成
26
年

8
月
に
閉
館
と
な
っ
た
。

図
書
館
も
併
設
し
地
域
と

密
着
し
た
施
設
だ
っ
た
。

　
今
は
、
岩
泉
町
民
会
館

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
が
、
ま
ち
の
中
心
地
に

施
設
が
無
く
な
っ
た
こ
と

の
閉
塞
感
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　
「
交
流
の
場
」
の
必
要

性
が
緊
急
の
課
題
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ミ

ニ
公
民
館
的
な
人
が
集

い
、
寄
り
添
う
場
所
だ
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
交

流
、
協
力
、
つ
な
が
り
の

強
化
を
め
ざ
す
大
切
な
も

の
で
あ
る
。

　
う
れ
い
ら
商
店
街
の
空

き
店
舗
や
空
き
家
を
活
用

し
て
、
町
づ
く
り
を
担
う

拠
点
施
設
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
核
家
族
化
、
共
働
き

家
庭
の
増
加
な
ど
で
地
域

の
支
え
あ
い
機
能
が
低
下

し
て
い
る
。

　
「
交
流
の
場
」
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

強
化
に
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
町
内
各
地
に
整
備
さ
れ

た
集
会
施
設
に
は
、
維
持

管
理
分
の
助
成
の
ほ
か
、

施
設
整
備
や
改
修
な
ど
に

基
準
額
の
９
割
を
補
助
し

て
い
る
。

　
交
流
拠
点
施
設
は
、
う

れ
い
ら
商
店
街
や
関
係
す

る
自
治
会
、
住
民
の
意
見

を
聴
き
、
必
要
性
や
整
備

の
意
向
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
の
か
調

査
研
究
し
て
い
く
。

問　
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
で
は
あ
る
が
、
一
方

で
、
一
人
一
人
の
顔
が
見

え
る
町
と
も
い
え
る
。

　
町
は
、台
風
災
害
後
に
地

域
防
災
計
画
を
見
直
し
、

防
災
マッ
プ
を
作
成
し
た
。

　
住
民
が
参
画
し
て
作
る

も
っ
と
細
や
か
な
地
域
図

が
作
成
で
き
な
い
か
。
各

戸
の
家
族
構
成
や
年
齢
な

ど
、
そ
こ
に
至
る
道
路
の

表
示
も
あ
る
も
の
だ
。

　
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
公
開
す
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
力
の
把
握
や

福
祉
に
役
立
つ
も
の
だ
。

　
各
自
主
防
災
協
議
会
に

働
き
か
け
、
顔
が
見
え
、

地
域
で
共
有
で
き
る
住
民

マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
を
提　

問 商店街に交流拠点施設を
答 必要性など調査研究する

案
す
る
が
ど
う
か
。

町
長　
台
風
10
号
災
害
を

教
訓
に
、
河
川
の
洪
水
浸

水
区
域
を
表
示
し
た
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
世

帯
に
配
布
し
た
。

　
小
川
と
大
川
地
区
で
は

地
区
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
。

　
家
族
構
成
や
年
齢
な
ど

を
表
示
し
た
マ
ッ
プ
を
行

政
が
作
成
し
、
配
布
す
る

こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
難
し
い
。

　
防
災
の
面
か
ら
、
地
域

で
活
用
す
る
マ
ッ
プ
を
自

主
防
災
協
議
会
や
自
治
会

が
主
体
的
に
作
成
す
る
よ

う
、
連
携
を
図
り
な
が
ら

働
き
か
け
て
い
く
。

問 

顔
の
見
え
る
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

答 

自
主
防
に
作
成
を
働
き
か
け
る

小松ひとみ議員

問 

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

答 

補
助
を
検
討
し
て
い
く

健診受診率向上のためにも無料化を

問 子どもの均等割り減免を

答 子育て支援の観点で検討

問　
令
和
元
年
度
の
国
保

税
は
、
高
い
と
い
う
悲
鳴

の
声
が
多
数
あ
が
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
・
市
長

会
・
町
村
会
の
提
言
で
も

国
保
税
を
協
会
け
ん
ぽ
の

保
険
料
並
み
に
と
求
め
て

い
る
。

　
宮
古
市
に
学
び
、
子
ど

問　
加
齢
性
難
聴
は
、
日

常
生
活
を
不
便
に
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困

難
に
す
る
。

　
補
聴
器
の
平
均
価
格
は

15
万
円
と
高
額
で
「
高
く

て
買
え
な
い
」
と
の
声
も

上
が
る
。

　
町
で
、
高
齢
者
の
補
聴

器
購
入
に
補
助
を
行
う
こ

と
で
、
生
活
の
質
を
落
と

さ
ず
、
心
身
と
も
健
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

補
聴
器
で�

笑
顔
広
げ
る

�

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

も
へ
の
均
等
割
り
の
減
免

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　
子
育
て
世
帯
に
お

け
る
国
保
税
均
等
割
の
減

免
は
、
子
育
て
支
援
の
重

要
な
視
点
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
全
国
一
律
の
制
度
と
し

て
実
施
す
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
て
い
る
。
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
。

◆
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

◆�

被
災
者
支
援
の
在
り
方

や
考
え
方
は

◆�

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
の
再

整
備
は

◆�

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費

助
成
を

町
長　
補
聴
器
は
、
眼
鏡

や
車
い
す
を
含
む
補
装
具

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　
来
年
度
に
、
第
8
期
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
高
齢
者
の
実

態
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
把
握
し
、
そ
の
見
直

し
と
併
せ
て
補
聴
器
へ
の

補
助
も
検
討
し
て
い
く
。

林﨑竟次郎議員

健
診
受
診
料
の
無
料
化
を

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く

問　
岩
手
町
で
は
、
平
成

30
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
が
60
％
と
い
う
高
さ
で

あ
る
。
こ
れ
を
支
え
て
い

る
一
つ
が
、各
種
健
診（
検

診
）
料
金
の
無
料
化
制
度

だ
と
考
え
る
。

　
本
町
で
も
、
健
診
受
診

率
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
る

た
め
、
特
定
健
診
や
各
種

ガ
ン
検
診
の
受
診
料
無
料

化
の
検
討
を
始
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
健
診
受
診
率
を
上

げ
る
こ
と
は
、
病
気
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ

り
病
気
の
重
度
化
を
防
ぐ

観
点
か
ら
大
変
重
要
な
こ

と
と
考
え
る
。
受
診
料
の

無
料
化
は
、
他
市
町
村
の

動
向
や
費
用
対
効
果
な
ど

を
総
合
的
に
調
査
研
究
し

た
上
で
判
断
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
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町の考えを問う 町の考えを問う

子どもの笑顔があふれるまちづくりを

歓
声
の�

あ
ふ
れ
る
町
に

�

策
を
練
り

問　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り

プ
ラ
ン
は
、人
口
減
少
対

策
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
なっ

て
い
る
。そ
の
中
で
、出
生

率
向
上
に
関
す
る
施
策
が

弱
い
の
で
は
な
い
か
。

　
議
会
で
は
、
数
年
前
か

ら
「
議
会
だ
よ
り
」
の
表

紙
に
７
人
以
上
の
大
家
族

を
掲
載
し
て
き
た
。
18
回

を
数
え
る
。
大
家
族
を
維

持
し
て
い
る
こ
と
が
町
政

運
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
考

え
れ
ば
何
ら
か
の
報
奨
制

度
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は

な
い
か
。

町
長　
人
口
減
少
対
策
に

か
か
る
大
家
族
奨
励
制
度

は
、
一
定
の
支
援
を
し
て

い
る
。
出
産
祝
金
と
し
て

第
一
子
５
万
円
、
第
二
子

７
万
円
、
第
三
子
以
降
10

万
円
を
贈
っ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
園
で
は
、
保
育

料
と
副
食
費
を
第
三
子
以

降
は
免
除
と
し
て
い
る
。

　
全
国
で
は
住
宅
取
得
や

リ
フ
ォ
ー
ム
、
引
っ
越
し

な
ど
へ
の
助
成
の
事
例
も

あ
る
。
大
家
族
奨
励
制
度

へ
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。

問　
社
会
減
対
策
と
し
て

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
掘
り
起
こ

し
に
全
力
を
傾
注
す
る
べ

き
だ
。

　
ふ
る
さ
と
回
帰
の
希
望

者
に
就
職
、
空
き
家
、
遊

休
農
地
な
ど
の
情
報
を
定

期
的
に
送
付
す
る
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

町
長　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
掘

り
起
こ
し
は
、
専
用
サ
イ

ト
の
開
設
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
で
募
集
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
う
ち
、
本
町
か

ら
の
情
報
提
供
を
希
望
す

る
人
に
は
空
き
家
な
ど
の

情
報
を
直
接
提
供
し
て
い

る
。
今
後
も
人
口
減
少
対

策
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
遊
休
農
地
対
策
と
し

て
、
農
地
中
間
管
理
事
業

を
積
極
的
に
活
用
す
る
と

し
て
い
る
。

　
国
の
こ
の
制
度
は
、
本

町
の
よ
う
に
狭
小
地
の
点

在
す
る
地
形
に
は
不
向
き

だ
。
こ
の
地
に
即
し
た
岩

泉
型
の
農
地
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
時
期
だ
。

　
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
利

用
者
を
募
集
す
る
な
ど
抜

本
的
な
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　
遊
休
農
地
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
は
否
め
な

い
状
況
に
あ
る
。
農
地
の

遊
休
地
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
利
用
者
を
募
集
し
て

貸
し
出
す
こ
と
は
、
国
で

問 人口減対策に本腰を
答 真正面から取り組む

も
、
農
地
貸
借
の
円
滑
化

の
た
め「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

に
よ
る
農
地
検
索
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
取
り
組
み

始
め
て
い
る
。

　
本
町
も
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
な
ど
の
課
題
を

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆�

職
員
力
を
高
め
る
具
体

的
な
道
筋
は

◆
さ
ら
な
る
結
婚
対
策
を

◆�

畜
産
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

の
拡
充
を

◆�

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

を
均
等
に

問 

抜
本
的
な
遊
休
農
地
対
策
を

答 

全
国
農
地
ナ
ビ
を
活
用
す
る

野舘　泰喜議員

問 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
展
望
は

答 

農
業
基
盤
づ
く
り
に
努
め
る

先を見据えた農業の基盤づくりを

問 学校教育の課題は

答 課題は主に４項目

問　
教
員
の
長
時
間
労
働

の
深
刻
な
実
態
や
多
忙
さ

を
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

教
育
長　
中
学
校
の
部
活

動
指
導
は
、
休
養
日
を
設

け
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い

る
。
教
職
員
の
時
間
外
労

働
の
実
態
を
把
握
し
、
効

果
的
な
改
善
策
を
見
出
し

て
い
く
。

問　
長
年
に
わ
た
り
、
農

業
就
農
人
口
、
耕
地
面
積

も
減
少
す
る
な
ど
農
業
生

産
構
造
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

化
が
急
速

に
進
展
し
て
い
る
。

　
行
政
や
Ｊ
Ａ
、
関
係
機

関
は
、
一
層
の
連
携
強
化

を
図
り
「
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

と
実
践
を
促
進
す
べ
き
だ
。

　
今
使
わ
れ
て
い
る
農
地

を
使
え
る
う
ち
に
、
使
え

る
人
に
引
き
継
い
で
い
く

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を　

待
っ
た
な
し�

担
う
人
材

�

切
実
に

問　
新
し
い
学
習
指
導
要

領
が
完
全
実
施
さ
れ
る
。

対
応
状
況
を
示
せ
。

教
育
長　
各
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
一
つ
一

つ
の
課
題
を
早
急
に
解
決

し
、
教
育
活
動
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

問　
教
育
長
が
考
え
る
学

校
教
育
の
課
題
は
何
か
。

教
育
長　
新
年
度
の
大
き

な
項
目
と
し
て
は
「
支
援

が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の

対
応
」
本
町
の
児
童
生
徒

の
身
体
的
な
課
題
と
し
て

「
県
平
均
と
比
較
し
て
や

や
高
い
傾
向
の
肥
満
度
」

「
小
規
模
校
へ
の
対
応
」

「
生
徒
数
減
少
に
よ
る
中

学
校
の
部
活
動
へ
の
対

応
」
の
４
つ
を
主
要
な
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
取
り
組
み
の
現

状
と
展
望
を
示
せ
。

町
長　
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
取
り
組
み
の
現
状

は
、
先
行
実
施
し
た
地
域

を
除
き
、
町
内
在
住
の
農

地
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。

　
現
在
は
、
農
業
委
員
、

農
地
最
適
化
推
進
委
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
率
向
上
に
努

三田地泰正議員

め
て
い
る
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
基
づ
き
、
耕
作
者
の
年

齢
や
農
地
貸
借
の
希
望
有

無
な
ど
の
情
報
を
３
月
中

旬
ご
ろ
地
図
に
落
と
し
込

む
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
の
展
望
は
、
よ
り

具
体
的
な
情
報
を
地
域
の

皆
さ
ま
へ
提
供
し
、
話
し

合
い
を
重
ね
る
。
５
年
か

ら
10
年
先
を
見
据
え
た
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
約
化

や
効
率
化
対
策
な
ど
、
よ

り
良
い
農
業
基
盤
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

次
は
、
ど
う
な
り
ゃ
ん
し
た
あ
の
提
言

そ
の
他
の
質
問
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1 月
� ５日� 各地区新年交賀会（11日まで）
� ９日�広報広聴常任委員会（役場）
� 19 日� 消防団消防出初式
� 23 日� 議会運営委員会（役場）
� � 第１回臨時会（役場）
� � 議会全員協議会（役場）
� � 議員定数等調査検討特別委員会（役場）
� � 総務常任委員会（役場）
� � 産業常任委員会（町内）
� 30 日� 総務常任委員会所管事務調査（岩手町）
2 月
� ２日�子育て世帯との議員と語る会（保健センター）

健
診
の
受
診
料

自
己
負
担
な
し

　
総
務
常
任
委
員
会
（
坂
本
昇
委
員
長
）
は
１
月
30
日
、

岩
手
町
（
佐
々
木
光
司
町
長
）
で
、
健
診
事
業
の
取
り
組

み
と
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
産
業
常
任
委
員
会
（
三
田
地
久
志
委
員
長
）
は
１
月
23

日
、
龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル
、
龍
泉
洞
の
水
充じ

ゅ
う

填て
ん

工
場
と
岩

泉
き
の
こ
産
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
受
診
率
が

60
％
以
上

　

岩
手
町
は
全
国
で
唯

一
、
県
、
郡
、
町
名
が
同

じ
で
、
人
口
約
１
万
３
千

人
の
町
で
す
。

　
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
特
定
健
診
受
診
率
を

誇
っ
て
お
り
、
60
％
台
を

キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。（
本

町
は
約
50
％
）

　
「
岩
手
町
方
式
」
の
健

診
体
制
は
、
地
域
・
行

政
・
保
健
推
進
員
・
医
療

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
や
ガ
ン
検
診

の
受
診
料
金
は
町
が
負
担

し
、
町
民
の
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
受
診
率
向
上
に
は
、
行

政
や
町
民
の
意
識
改
革
が

必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

廃
校
舎
を
活
用
し
た
学
童

保
育
ク
ラ
ブ

　
水
堀
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

は
、
旧
水
堀
小
（
平
成
30

年
３
月
閉
校
）
の
職
員
室

を
改
修
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。
利
用
児
童
は
、
統

合
し
た
沼
宮
内
小
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
ク
ラ
ブ
に

来
て
い
ま
す
。

　
廃
校
舎
利
活
用
の
好
事

例
で
し
た
。

市場価格の低迷により経営が厳しい岩泉きのこ産業

かつての職員室が児童のスペースに

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状況
をお知らせします。（全日程はＱＲコードで）

� ５日�畜産農家との議員と語る会（役場）
� 10 日� 議会運営委員会（役場）
� 13 日� 第１回定例会（議会議事堂：3月10日まで）
� 25 日� �条例補正予算等審査特別委員会（役場：26日まで）
� � 議会運営委員会（役場）
� � 広報広聴常任委員会（役場）
� 26 日� 議会運営委員会（役場）
� � 基本条例推進委員会（役場）
3 月
� ３日� 一般質問（議会議事堂：４日まで）
� ４日�議会全員協議会（役場）
� ５日�新年度予算審査特別委員会（役場：10日まで）
� ９日�広報広聴常任委員会（役場）
� 10 日� 議会運営委員会（役場）
� � 議員会議（役場）
� 11 日� 東日本大震災津波記念碑除幕式（小本）
� 30 日� 広報広聴常任委員会（役場）
� 31 日� 辞令交付式（役場）

次
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
復
興
」

岩
泉
高
校
の
生
徒
に
給
食
を

産　
業

　４月から岩泉高
校の生徒への給食
提供がスタート。

R２年３月定例会

　畜産酪農家への省力化に
向けた施設整備へのかさ上
げ補助を議会から町に要望。

R元年12月施策要望
　若手畜産酪農家との語る会で、
省力化に向けた施設整備へのかさ
上げ補助の提言を受ける。

　省力化に向けた施設整備などへ
のかさ上げ補助と町独自のヘルパー
制度の確立に対する請願を採択。

R元年６月議員と語る会

R元年９月請願

　畜産酪農家が国庫補助
を受けて、労働力負担を
軽減する機械装置などを
導入する場合、その経費
の 10％ をかさ上げ補助
することに決定。

答　現在の職員体制や
施設では、高校生への
給食の提供は難しい。
岩泉高校への支援の一
つとして検討していく。

問　児童生徒数が減少
している。現在の給食
センターの施設規模で
岩泉高校の生徒へ給食
を提供できないか。

H30年９月定例会

答　児童生徒数や配食
学校数が減少したた
め、高校生への給食提
供が可能となった。早
期の実現に向けて取り
組んでいく。

問　岩泉高校生に、通
学や大学進学への支援
をしている。さらに魅
力を高めるため、給食
を提供できないか。

R元年９月定例会

畜産酪農家への支援拡充を

総　務

岩手町方式
の健診体制

著しい施設の
老朽化が課題

築
40
年
以
上
が
経
過

　

龍
泉
洞
温
泉
ホ
テ
ル

は
、
昭
和
52
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
建
物
な
ど

は
築
40
年
以
上
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
壁
や
調
理
室

の
老
朽
化
が
著
し
く
、
大

規
模
な
補
修
な
ど
が
必
要

な
現
状
で
す
。

水
部
門
は
赤
字

　
龍
泉
洞
の
水
充
填
工
場

（
ミ
ネ
ラ
ル
ハ
ウ
ス
）
は
、

平
成
３
年
に
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
水
の
販
売
は
国
内
で
の

競
争
が
激
化
し
、
赤
字
が

続
い
て
い
ま
す
。
施
設
も

老
朽
化
し
、
こ
れ
か
ら
の

在
り
方
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
国
産
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の

猛
威

　
岩
泉
き
の
こ
産
業
は
、

中
国
産
菌
床
の
国
内
流
通

に
よ
り
、
価
格
が
下
落
し

て
い
ま
す
。
経
営
は
赤
字

で
す
が
、
雇
用
を
守
る
対

策
が
急
務
で
す
。

まち 声の

まち 声の まち 声の

　今年の秋ごろに事業継
承し酪農を始めます。規模
拡大を視野に入れている
ので、機械導入の補助は助かり
ます。一次産業の振興は町に欠
かせないものと思っています。

　1年間、毎日弁当を作っ
てもらっていました。親の
負担が減るのでいいと思
います。給食だと好き嫌いを言
えないし量も自分で決められな
いので、ちょっと気になります。

　息子が岩泉高校に入学する
ことになり、給食と弁当どちら
にするか悩みました。働いてい
る私にとって、経済面や時間に
ゆとりが持てるので、給食を選
択しました。

山屋　祐太さん
（小川・26歳）

坂根　涼
りょう

雅
が

さん
（小川・16歳）

椛田　信枝さん
（岩泉・41歳）

質疑のその後

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問
などから一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

議会の動き

R２年３月定例会
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▽
３
月
定
例
会
は
史
上

最
多
の
11
人
が
一
般
質

問
に
登
壇
し
ま
し
た
。
２

年
度
は
中
居
町
政
の
折

り
返
し
。
新
し
い
総
合

計
画
の
推
進
や
復
興
後

を
見
据
え
た
振
興
施
策

な
ど
訴
え
て
い
き
ま
す

▽
議
会
だ
よ
り
が
全
国

で
第
10
位
に
入
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
お
ご
ら
ず
、

よ
り
町
民
に
親
し
ま
れ
、

読
ま
れ
る
広
報
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
き
ま
す

▽
世
界
で
猛
威
を
振
る

う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
節
目
の

閉
校
式
、
卒
業
式
や
入

学
式
な
ど
が
縮
小
し
て

実
施
と
な
り
ま
し
た
。

１
日
も
早
い
終
息
を
た

だ
た
だ
願
っ
て
い
ま
す
。
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議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
 6 月 4 日 （木） 一般質問
 5 日 （金） 一般質問
 9 日 （火） 条例補正予算審査・本会議
の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

　
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ

り
第
１
8
６
号
（
31
年
４

月
発
行
）
が
元
年
度
全
国

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
２
７
４
町
村
の
応

募
の
中
か
ら
第
10
位
と
な

る
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

の
入
賞
は
６
年
ぶ
り
で
す
。

　
県
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
第
１
8
8

号
（
元
年
10
月
発
行
）
が

昨
年
に
引
き
続
き
、
第
２

位
と
な
る
入
選
１
席
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

聴
い
て
掲
載
し
て
い
る

「
ま
ち
の
声
」
や
「
議
員

と
語
る
会
」
な
ど
の
活
動

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
多
く
の
人

に
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

町
村
議
会
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報
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ン
ク
ー
ル

�

全
国
10
位
・
県
２
位

議会だより

全国
町村議会
議長会

全国 10位の 186号

下屋敷　榮さん
（安家・85 歳）

菅原　亮子さん
（岩泉・67 歳）

上舘　健志さん
（小川・48 歳）

　台風10号の被災当初は、
千葉県に住む息子の所への
転居も考えました。
　年齢を考えると環境の変
化に対応するのには無理が
あると思い、息子の協力を
得て、一戸建ての住宅を新
築しました。
　今でもこれで良かったの
かと悩むこともあります。

　仮設住宅には、３年
ちょっと住みました。
　寝られる広さでいいと
思った住宅ですが、欲張ら
ず無駄のない間取りに苦労
してようやくカタチになり
ました。
　ほっとするより、これか
らまた頑張らなくてはとい
う思いです。

　今月、住宅が完成予定で
す。「やっとここまできた
なぁ」と家族で話しをして
います。
　新居に引っ越すのは楽し
みですが、仮設住宅にはま
だ数家族が暮らしていま
す。みんながここから出る
ことができてこそ、復旧復
興だと思っています。

　
本
町
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
災
害

な
ど
に
よ
っ
て
、
多
く
の
住
宅
や
公
共
施

設
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
や
個
々
の
住
宅

の
補
修
や
建
設
も
進
み
、
着
実
に
復
興
の

道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
復
興
」
と

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

私
の
復
興

シリー
ズ

Part-1


